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医療人育成・支援センター 
 

論  文 
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成瀬麻夕, 堀内 聡, 青木俊太郎, 井上 猛, 坂野雄二. 双極性障害患者のPerceived Criticismが6か月後の
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入江智也, 河村麻果, 青木俊太郎, 横光健吾, 坂野雄二. 大学生の精神的健康に及ぼす集団アクセプタンス＆
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〔総説等〕 
 
大谷晃司. 福島県全体の臨床医学教育力アップに向けた取り組み. 福島医学雑誌. 201904; 69(1):43-49. 
 
色摩（亀岡）弥生. 医学部高学年におけるTBL (Team-based Learning)の導入とアクティブラーニングについて. 
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network engaging in simulation-based education. AMEE 2019; 20190828; Vienna, Austria. Abstract book. 
1722. 
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の治療経験－1例報告－. 第29回東北脊椎外科研究会; 20190126; 仙台. 東北整形災害外科学会雑誌. 62(1):204-
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62(1):205. 
 
青木俊太郎, 土井理美, 髙垣耕企, 河村麻果, 北川信樹, 矢部博興, 坂野雄二. 気分障害患者の不安によって

生じる生活機能障害－価値に向かう行動の媒介効果－. 第11回日本不安症学会大会; 20190301-02; 岐阜. 
 
高野裕太, 青木俊太郎, 坂野雄二. Clinical Perfectionismが不安症状を強める過程－ネットワーク分析を用いた

検討－. 第11回日本不安症学会大会; 20190301-02; 岐阜. 
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渡邉和之, 大歳憲一, 二階堂琢也, 加藤欽志, 小林 洋, 大谷晃司, 矢吹省司, 菊地臣一, 紺野愼一. 学童

期バスケットボール選手の腰痛－メディカルサポートは有用か－. 第48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 
20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):430. 
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脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):544. 
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住民における傍脊柱筋の脂肪変性と腰部脊柱管狭窄との関係－南会津スタディ－. 第48回日本脊椎脊髄病学会学

術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):545. 
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10年後の腰部脊柱管狭窄症状の存在を予測できるか. 第48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. 
Journal of Spine Research. 10(3):547. 
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仙椎部疾患における下肢運動機能の定量評価－第2報：術後5年フォローアップによる経時的変化の検討－. 第
48回日本脊椎脊髄病学会学術集会; 20190418-20; 横浜. Journal of Spine Research. 10(3):610. 
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会学術総会; 20190511; 横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(3):S505. 
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横浜. 日本整形外科学会雑誌. 93(3):S1059. 
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小野 玲, 村田峻輔, 内田一彰, 小俣純一, 遠藤達矢, 大谷晃司. 地域在住後期高齢者においてソーシャルフ
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総会; 20190620-22; 新潟. 
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集学的アプローチの現状と課題. 第49回日本臨床神経生理学会学術集会; 20191128; 福島. 臨床神経生理学. 
47(6):349. 
 
矢吹省司, 牛田亨宏（座長）, 松本純弥, 二階堂琢也, 青木俊太郎（シンポジスト）. 疼痛と神経科学. 第
49回日本臨床神経生理学会学術大会; 20191128-30; 福島. 
 
加藤欽志, 大歳憲一, 矢吹省司, 大谷晃司, 二階堂琢也, 渡邉和之, 小林 洋, 半田隼一, 紺野愼一. 野球

選手の脊椎障害に対するメディカルサポート. 第138回西日本整形・災害外科学会学術集会; 20191130-1201; 佐
賀. 整形外科と災害外科. 68(2):35. 
 
〔特別講演〕 
 
大谷晃司. 高齢者運動器疼痛の治療－骨粗鬆症から慢性疼痛まで－. 第77回八事整形会; 20190314; 名古屋. 
 
大谷晃司. 運動器難治性疼痛治療の考え方とその実際. 運動器疼痛治療WEBセミナー2019; 20190320; Web配

信. 
 
色摩弥生. 大学教員にとっての研究 ～医学研究と教育研究の経験から～. 福島医学会第476回学術研究集会; 
20190523; 福島. 
 
大谷晃司. 難治性運動器疼痛治療の実際：リエゾン診療を通じて学んだこと. 第17回埼玉整形外科トピック・リ

エゾンセミナー; 20191031; さいたま. 
 
大谷晃司. 非特異的腰痛への対応の試み. 日本カイロプラクティック科学学会第10回学術大会; 20191104; 東京. 
 
〔招待講演〕 
 
大谷晃司. 慢性腰痛の治療戦略～TVの症例を再掲示する～. 第10回道南疼痛研究会学術講演会; 20190618; 函
館. 
 

大谷晃司. 医師教育の動向について(1)：総論. 第1回一般社団法人福島県医療福祉関連教育施設協議会教育研修

会; 20191221; 郡山. 
 
色摩弥生. 医師教育の動向について(2)：アクティブラーニング．第1回一般社団法人福島県医療福祉関連教育施

設協議会教育研修会; 20191221; 郡山. 
 
〔その他〕 
 
大谷晃司. 臨床研修医指導医講習会 タスクフォース; 20190112-13; 福島. 
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大谷晃司. 福島県の医師定着への取り組み－現状と目指すべき方向性－. 臨床研修医指導医講習会; 20190113; 福
島. 
 
大谷晃司. 福島県の医療の現状について. 平成30年度福島県地域医療を考える懇談会（合同ガイダンス）; 
20190215; 福島. 
 
大谷晃司. 医師養成に関する最近の話題. 卒後臨床研修管理委員会（拡大）; 20190311; 福島. 
 
大谷晃司. 平成31年度臨床研修医オリエンテーション. 福島医大附属病院臨床研修医オリエンテーション; 
20190401; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県臨床研修病院ネットワークとは？ 福島県新臨床研修医合同オリエンテーション; 20190406; 猪
苗代町. 
 
大谷晃司. 6年生への説明会．福島医大修学資金受給者説明会; 20190517; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県における臨床研修．福島県臨床研修病院ネットワークガイダンス2019 in 福島; 20190531; 福
島. 
 
大谷晃司. 学部教育・医師養成に関する話題提供. 卒後臨床研修管理委員会（拡大）; 20190531; 福島. 
 
大谷晃司. 医学部臨床教育の流れ. 令和元年度一般社団法人福島県立医科大学光が丘協議会定時評議員会; 
20190607; 福島. 
 
大谷晃司. 医学部臨床教育の流れ. 指導医セミナー; 20190607; 福島. 
 
大谷晃司. 卒後臨床研修について－概論と医大病院プログラム－. 令和元年度マッチング説明会; 20190614; 福島. 
 
大谷晃司. 医師への道：医師国家試験と卒後臨床研修. 福島医大医学部後援会; 20190621; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県の臨床研修について－福島県臨床研修病院ネットワーク－. 福島県臨床研修病院ネットワークガ

イダンス in 東京2019; 20190629; 東京. 
 
大谷晃司. 臨床研修と専門研修の方向性. 福島県立医科大学医学部後援会; 20190629; 東京. 
 
大谷晃司. 4年生への説明会．福島医大修学資金受給者説明会; 20190711; 福島. 
 
大谷晃司. 5年生への説明会．福島医大修学資金受給者説明会; 20190718; 福島. 
 
大谷晃司. 未来の医療を担う皆さんへ－福島の医療の現状と皆さんへの期待－. メディカルセミナー（福島県教育

委員会主催）; 20190727; 福島. 
 
大谷晃司. 地域医療体験研修 須賀川コース. 引率教員; 20190729-31; 須賀川. 
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青木俊太郎. 地域医療体験研修 小野コース1. 引率教員; 20190731-0802; 小野町. 
 
大谷晃司, 末永博紀. 地域医療体験研修 白河コース. 引率教員; 20190731-0802; 白河. 
 
坂本信雄. 地域医療体験研修 藤田コース. 引率教員; 20190805-07; 伊達. 
 
末永博紀. 地域医療体験研修 いわきコース1. 引率教員; 20190807-09; いわき. 
 
青木俊太郎. 地域医療体験研修 いわきコース2. 引率教員; 20190821-23; いわき. 
 
坂本信雄, 青木俊太郎. 地域医療体験研修 南会津コース1. 引率教員; 20190826-28; 南会津町. 
 
大谷晃司, 末永博紀. 地域医療体験研修 小野コース2. 引率教員; 20190828-30; 小野町. 
 
大谷晃司. 地域医療体験研修 相双コース. 引率教員; 20190924-26; 相馬. 
 
青木俊太郎, 末永博紀. 地域医療体験研修 いわきコース3. 引率教員; 20190925-27; いわき. 
 
大谷晃司. 学部教育・医師養成に関する話題提供. 卒後臨床研修管理委員会（拡大）; 20190927; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県立医科大学医学部4年生との未来を語る会シンポジウム BSLってなんだろう？（企画、司

会）. 福島県立医科大学医学部4年生との未来を語る会; 20191011; 福島. 
 
大谷晃司. 臨床研修医指導医講習会 タスクフォース; 20191026-27; 福島. 
 
大谷晃司. 福島県の医師定着への取り組み－現状と目指すべき方向性－. 臨床研修医指導医講習会; 20191027; 福
島. 
 
大谷晃司. ふくしまの地域医療を学ぶオータムセミナー2019（企画、司会）; 20191109-10; 郡山. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（南相馬市立総合病院）; 20191119; 南相馬. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（福島赤十字病院）; 20191120; 福島. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（いわき市医療センター）; 20191126; いわき. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（竹田綜合病院）; 20191205; 会津若松. 
 
大谷晃司. 臨床医学教育に関する話題. 指導医セミナー（総合南東北病院）; 20191225; 郡山. 
 
諸井陽子, 青木俊太郎, 安井清孝, 坂本信雄, 安田 恵, 末永博紀, マハム スタンヨン, 唐 尊一, 色摩

弥生, 大谷晃司. 医療コミュニケーション教育に貢献する模擬患者の新規養成の報告. 第14回東北シミュレーシ

ョン医学教育研究会; 20191207; 福島. プログラム・抄録集. 15.  


